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仮校 令 前を通 る青 島 陥落記 念行 列 (大正 3年 )

三 豊 実 業女 学 校 第 1回 事 業 生 (明 治 41年 )



裁 縫、ミシン実 習 (明 治41年 卒 業 生 )

．議

鏡

仮校 舎 時代 、自習 (明 治 41年 )
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仮校 合 時代 、作 法 実 習 (明 治 41年 )

仮校 舎 時代、授 業 風 景 (明 治 41年 )
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理 新 校 舎 が 竣 工 (明 治 43年 )こ こは現 在 観音 寺 郵便 局以 北 一帯

三 女 校 合 遠 望南 側 か ら校 舎 を望 む

記念 講 堂 (大 正 4年 完 成 )

中庭 テニ スコート
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織 物 実 習

養 蜂 (明 治 45年 ) 調理 実 習

籠
~l豊

ltミ :

糸くり
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一

養 蚕 実 習 (大 正 12年 )

自転 車 遅 乗 り競技 の入場 風 景 (大 正 15年 )

..,デ〆
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校 内運動 会 プロムナード(大 正 14年 )

饗
―蓼

■■ヨザ驀 、

若 さに輝 く躍 動 コサ ックダンス (大 正 14年 )
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県 ド女 r中 等 学 校 連合 体 育 会 (開 会式 )(昭 和 4年 )
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バ レーボール大 会
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バ スケットボール大 会

閉 会式 で優 勝 旗 が渡 され る



幸 道 部発 表 会 (昭 和 8年 )
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有 明浜にて水 泳 訓練 (1昭 和 10年 )
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出征 家 庭へ 勤 労奉 仕作 業稲 こぎ (昭 和 13年 )



月民|

裾 に 自線 (学 年 の数 )の 人 った紺系 統 の袴 (明 治～大 正 )

初 期 には髪 を高く結 い上 げ た (203高 地 まげとも言 われ た )

笠 井 先 生 野溝 先 生 を囲んで寄宿 舎 3年 生 (明 治43年 )

襟 に茶色 の三 本線 を入れ たセーラー服 にプリーツスカート(昭 和 2年 ～ )



茶色 の三 本線 が 自線 に変 更、セーラー服 に

プリーツスカート(昭 和 8年 ～ )

寄 4昔 舎 生 (昭 和 17年 卒 業 生 )

60



襟 に白い カバ ーのつ いた上 衣、スカートはモ ンペ に

(昭 和 16年 ～昭和 20年 以 降も)

終 戦 前 後 の服 装

セーラー服 に返 りつつ ある三 豊女 子高校 時代 (日召和 23年 ～ )
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三女移動演劇 「沓手鳥孤城の落月

大野修理  千 11p  秀頼  淀君  大蔵の局
(渋谷) (萩 日)(lH・ 山)(松川) (藤 fH)

Jの 出 演 者 (4年 3組 )

常磐本の局  片桐比元
(山 川)   (川 端)

三 女 移 動 演 劇  「 か ぐや 姫 Jの 出 演 者 (比 地 二 1年 生 )

安藤よね子、柳生信チ、石リト民江、前川芳子、前川小恵子、真鍋喬子、石リト静子、自井美鶴、

前川淑千、石井和歌子、石川久美子、石井敬子、前川郁
「

三女移動演劇 「細川忠興の妻Jの 出演者 (3年 生 )



三 豊 女 子 高 等学 校 (1年 間で終 r)(1召 和 24年 3り j)

三 豊 女 子高 等 学校 職 員 (昭 和 24年 2月 )


